
夫
 

る
 
正
一
 

て
て
 

 
 関

ン
 

田
 

戸
 ・
 イ
 

八
％
 

 
 

，
り
 

よ
沼
 

り
 
@
 

よ
セ
 

る
ン
 

け
ゥ
 

お
ヵ
 

 
 

Ⅰ
Ⅰ
Ⅰ
 

学
 

目 次 

1  テーマ設定理由                                                                                                                                                                                                   23 

Ⅱ カウンセリング・マインドと 学校教育相談・                                                                                                       24 24 

1. カウンセリンク・マインドと 学校教育相談の 関係                                                                       24 24 

(1) 教育相談とは                                                                                                                                                                                               24 

(2) カウンセリンク・マインド と は・                                                                                                                               24 24 

(3) カウンセリンク・マインドからとらえた 児童 観                                                                         25 25 

2. よりよい児童理解のために --                                                                                                                                                 25 25 

(1) よりよい児童理解を 果たすための 構造図                                                                                                 26 

(2) 教師が陥りやすい 固定的な観方                                                                                                                           27 

 
 

(3) 肯定的な自己概俳を 育てる必要件                                                                                                                       27 27 

3  学級における 人間関係                                                                                                                                                                     29 

(1) 学級と人間関係                                                                                                                                                                                   29 

(2) 子どもの心をひらく 担任のあ り方                                                                                                                       30 

(3) 信頼関係を育てる 学級経営 案                                                                                                                                         31 

m  カウンセリンク・マインドを 生かした具体例                                                                                                 33 

1. カウンセリンク・マインドを 生かした接し 方                                                                                     33 

2. 授業と人間関係                                                                                                                                                                                           35 

(1) 授業における 教師と子ども                                                                                                                                             35 

(2) 授業を支える 条件                                                                                                                                                                         36 

(3) 教育相談を生かした 授業                                                                                                                                                     36 

(4) やる気の出ることばかけ                                                                                                                                                       38 

3. 授業以外での 子どもとのふれ 合 い                                                                                                                               38 

4. 信頼関係を保っ 廿ヒり 方、 励まし 方                                                                                                                               40 

Ⅳ 親 との連携                                                                                                                                                                                                                       4 Ⅰ 4 Ⅰ 

V  反省と課題                                                                                                                                                                                                                     43 43 

く 主な参考文献 ノ 

枝
 子
 

学
 

Ⅱ
『
 

内
 

 
 

添
 

浦
伊
 

 
 



学級におけるよりよい 人間関係を育てる 工夫 
- カウンセリング・マインドを 通して 一 

浦添市立内問小学校 伊 操 君 子 

1  テーマ設定理由 

私たち教師は、 一人ひとりの 子どもが学校生活にうまくとけこみ、 学級の諸活動を 通して自分 

の 持っている力を 十分に発揮しながら、 成長・発達することを 願っている。 

子どもは、 家庭から学校、 地域社会へと 次第に行動範囲を 広げる過程で、 ものの見方や 考え方、 

行動にさまざまな 影響を受けるようになる。 特に教師や友達を 中心とした人間関係は 、 子どもの 

人間形成において 大きな影響力を 持っていると 思われる。 教師や友達を 中心とした人間関係の 場 

を 学級と考えた 場合、 学級は、 学校における 子ども達の学習の 場であ ると同時に、 重要な生活の 

場でもあ る。 この教育活動の 基盤であ る学級で、 一人ひとりの 子どもがそれぞれ 備えているもの 

( 能力・特性・ 個性 ) を十分発揮できる 学級づくりができたらどんなにいいだろうか。 。 人間は 

対人関係によって 交 わずと言われているよ う に、 教師と子ども、 子ども相互のよりよい 人間関 

係 づくりが学級において 重要な課題となる。 このように、 学級における 人間関 供 はすべての教育 

活動の基盤であ る。 教師と子どもの 関係がうまくいかなかったり、 友人関係に問題があ るときは、 

早めに改善しないと、 けじめや登校拒否等の 間 題 が生じるおそれがあ る。 

子ども達が 、 「いつも明るくいきいきと、 やる気に満ちている 学級」これは、 私のめざす学級 

の 理想像であ る。 毎年 4 月になると、 。 よし、 やるぞと、 はりきって学級経営に 取り組む。 け 

れども、 1 学期、 2 学期と学期が 進むにつれて、 

① 子ども達が落ちつかずおしゃべりが 増える。 

② 気にいらないことがあ るとすぐ、 大声をあ げてしまう 子 。 

③ 授業中、 他の子を指名すると、 「ぼくだってやりたいのにどうして、 ぼくにはさせて 

くれないのか」と、 文句を言 う子 。 

④ ケンカ っ 早くて自分をおさえることのできない 子 。 

等 が増え、 その対処に苦労することの 多 い 日々を送ってしま い がちであ る。 

なぜ、 子ども達がこのような 態度や行動を 示すようになるのだろうか。 そこで、 これまでの 私 

の 指導を振り返り、 その原因を考えてみたら 学級を経営するにあ たって、 担任として子どもに 対 

する見方・考え 方・接し方等に 工夫が足りなかったのではないかということに 気がついた。 

そこで、 教師がカウンセリンバ・マインド て 教育相談的態度・ 姿勢 ) を学ぶことによって 、 子 

ども一人ひとりをよく 理解し、 教師と子ども、 及び子ども相互のよりよ い 人間関係を築けば、 子 

どもは精神的に 安定する。 「先生にほめられた」 「認められた」と 感じること fc より、 教師に対 

する親しみが 強まる。 それとともに、 教師と子ども、 子ども相互の 人間関係が改善され、 学級の 

雰囲気も次第に 好ましい方向に 進むものと思 う 。 その結果、 子ども達は楽しい 学校生活を送るこ 

とができるのではないかと 考え、 本 テーマを設定した。 
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勢勢 であ る， 

③ 自己一致、 または、 純粋性。 つまり裏 表のな い 態度、 ごまかしのない 誠実さ。 

の 中立性、 これは第一条件の「尊重」と 関連している 態度であ る。 

以上のことから 学校における 教育相談活動は、 カウンセリング・マインドの 精神で実施する 

ことが重要であ ると考える。 

(3) カウンセリング・マインドからとらえた 児童 観 

上記のⅢ、 (2) でカウンセリング・マインドと 教育相談の関係について 述べたが、 カウンセ 

リング・マインドでは、 一人ひとりの 子ども達をどのようにとらえるのか、 その根底になる 児 

童 観については 次のとおりであ る。 

すべての子どもほ 他にかけがえのない 屯 射的な存在であ る。 

学級の子ども 達は、 一人ひとり顔や 姿が異なるよう @C 、 ものの見方，感じ 方についても 

十人十色に違う。 それは、 次のような違 い からくるものだと 居 、 われる。 

Ⅰ生まれたときにすでにもっている 個人的条件の 違い : 知能やエネルギ 一の強弱等 

Ⅰ家庭的条件の 違い : 親子関係における 愛情の大きさや 表し方等 

Ⅰ経験的条件の 違 い     同年令の友達との 接触の多少、 遊びの経験の 多少等 

Ⅰ教育的条件の 違い : しっけるべきことがしっけられ、 年金に応じた 耐性の有無等 

Ⅰ社会的条件の 違い : 地域社会のムード、 環境等 

などに基づくものであ って、 これらの違いは 優劣をつけることはできない。 このようなさ 

まざまな特性や 背景をもった 子ども達が、 その子なりに 可能性を発揮し、 個性あ る人間とし 

ての成長をめざす 観点から、 一人ひとりについて 心を配っていかなくてはならないと 思う。 

どの子も一もっとよくなりたい 一という成長への 動機をもった 主体的な存在であ る。 

子どもは条件さえ 満たされれば、 自らの 力 で立ち直ったり、 よりよく生きようとする 可能 

性を秘めた存在であ る。 

以上のように 子どもをとらえ 直したならば、 教師として、 子どもへのかかわり 方が当然変わ 

るべきだと思 う 。 子ども一人ひとりが 生きようとする 力が働きやすいように 援助するのが、 我 

々教師の務めと 受け止める。 では、 教師としてやるべき 仕事とは、 一体、 何だろうか。 それは、 

個々の子どもの 内面理解に努めることが 教師に今、 強く求められている 仕事だと 思 、 われる。 

2, よりよい 児 玄理解のために 

学級担任は、 毎日子どもに 接しているので、 子ども一人ひとりの 行動を観察し、 よく理解し、 

よい方向にもっていけるはずであ る。 しかし、 現実には、 なかなか難しくてうまくいかないこと 

が多い。 それは、 教師が子どものもつ 問題や精神的なものに 距離が保ちにくいということと、 子 

どもの内面が 見えにくいだけに、 対処が的を得てない 面があ るのではないかと 思われる。 そこで、 

担任が 、 子ども一人ひとりをよく 理解し、 ょりよ い 人間関係を築いていくためにはど う すればよ 

いのか、 これまでの判断や 見方を問い直してみたい。 

まず、 『小学校実践講座 1  児童の理解・ 指導』 (P79) の中にあ る「よりよい 児童理解を 

果たすためには」の 構造図を示し、 教師が陥りやすい 固定的な見方について 述べてみたい。 
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(1) よ り よい 児童理解を果たすための 構造図 

よりよい児童理解を 果たすには 

認識の基本的傾向   

簡 略 化 

ステレオタイフ。 
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光 背 効 果 

寛 容 効 果 
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(2) 教師が陥りやすい 固定的な見方 

我々教師が 、 子どもを見るときに、 教師として陥りやすい 固定的な見方があ ることを尾崎氏 

は 次のように挙げて、 その 見 会を述べている。 

く 光背効果 ノ 

八口一効果ともいう D あ る点が輝いていると、 それと無関係なことがらについても、 よく 

見てしまうことであ る 0 たとえば、 国語、 社会、 算数、 理科などがよくできると、 性格もよ 

いと思いこんだり、 全教科調和してよくできると 友達関係もよいと 思いこんだりすること 

であ る。 

く 初頭効果 ノ 

第一印象や先入観を 墓にして子どもを 理解してしまう 落とし穴で、 このような見方をして 

いると、 その子の現在のあ りのままの姿が 理解できにくくなる。 

く 寛容効果 ノ 

教師の好みに 合う子どもの 言動 fc は寛大で、 その逆の子どもの 言動には寛大になれないと 

いう見方であ る。 これは、 子どもから見ると 不公平さがはっきり 現れるので、 教師として 最 

も 好ましくな い 態度であ る。 

く 対比効果 ノ 

教師が自分の 持っている傾向や 特性を基準にして、 他人を落ちつきがないとか、 動 仰が遅 

いなどというように 判断してしまうゆがみであ る。 かつて優秀な 子どもであ った教師の陥り 

やすい傾向であ り、 子どものあ りのままの姿を 見失いがちになる。 

つまり、 勉強ができるというだけで、 すべての行動を 善意に解釈し、 好ましくない 行動も 、 

「子どもだからしょうがな い 」というよ う にとらえたり、 また、 勉強ができるのだから 自主性 

もすぐれているはずだ、 根気強いはずだ、 正義感も強 い はずだ、 というよ う に理論的によく 評 

定 してしまうという 誤りをおかしがちであ る。 

(3) 肯定的な自己概俳を 育てる必要性 

自己概念とは、 自分が自分をど う 見ているかということであ る。 肯定的な自己概俳をもって 

いる子どもは、 自分はかけがえのないユニークな 存在としてこの 世に生きている 価値があ ると 

感じている。 反対に、 否定的な自己概念をもっている 子どもは、 自分なんかいなくても 同じだ 

と感じていると 言われている。 

肯定的な自己概俳は、 学習面でも意欲的に 取り組み、 がんばっていく 土台となるので、 教師、 

は子どもが肯定的な 自己概念をもつよ う 援助していくべきだと 思う。 

教師は、 自分の人生観、 教育観、 好みに従って 子どもを理解しようとする 傾向があ ると言わ 

れている。 たとえば、 動きの多い子を A 先生は、 「落ちつきのない 子 」と否定的にとらえ、 B 

先生は、 「活動的な子」として 肯定的にとらえることがあ るということであ る。 

一人ひとりを 生かす児童理解をすすめるには、 教師が子どもを 肯定的に理解してあ げ、 個性 

を 伸ばすことを 念頭において 進める必要があ ると 思、 ぅ 。 同時に、 肯定的理解が 行えるよう fc 教 

師が自己変革をすることが 大切であ る。 

教師の子どもを 見る目を変えることによって 、 子どもが肯定的な 自己概念をもつようになる。 
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3, 学級における 人間関係 

(1) 学級と人間関係 

どの子どもも 条件さえ満たされれば、 自らの 力 で立ち直ったり、 よりよく生きようとしたり 

するようになるというのが、 教育相談の基本となる 考え方であ ると言われている。 そうであ る 

ならば、 学級担任は教育活動の 基盤であ る学級において、 1 人ひとりの子どもがそれぞれ 備え 

ている能力・ 特性・個性を 十分発揮できるよ う に学級集団を 育てることが、 学級経営の重要な 

柱 となると思われる。 

子どもはふだん、 自分の中ではっきり 意識してないかもしれないが、 " 先生や親にほめても 

らいたい。 勉強や運動がもっとできるようになりたい。 友だちにも認めてもらいたい " 等の欲求 

を持っている。 少しでもこのような 欲求がかなえられると 嬉しくなる。 この嬉しさは、 他の人 

に 理解されることによって 2 倍または 3 倍になり、 これが次への 努力の源になると 言われてい 

る。 だから、 子どもには心の 通じ合う先生や 友だちが必要になる。 

子どもにとって、 学級は学習の 場であ り、 生活の場であ る。 この学級のなかでは、 さまざま 

な個人や集団がとも fc 学び、 遊び、 そして親しみ、 争い、 嫉妬し、 協力したりしている。 つま 

0 人間が生きていくのに 必要な生き方の 追求や知識・ 理解・技能の 習得を学級のなかで 学んで 

いるわけであ る。 その生き方や 知識・技能は 個人のものであ りながら、 集団のなかで 集団を通 

して習得されていくものだと 思う。 

では、 子どもの伸びようとする 力や個性が発揮できるような 学級にするために、 教師は一体 

どんなことに 気をつけなければいけないだろうか。 尾崎・ 西氏は 7 ヵ ゥ ンセリング・マインド 

  子どもの可能性をひき 出す教師の基本姿勢』の 中で、 「信頼関係を 阻害する教師の 姿山と 

して、 次のことを挙げている。 

① 子どもの立場や 気持ちを察するよりも、 教師が自分の 考えや立場を 一方的 fc 押しっけたり、 

きめっけたりしていないかどうか。 

② 外から規制することばかり 考えて、 子どもが自ら 洞察し、 変容するような 援助する工夫を 

怠っていないかどうか。 

③ 教えることや 覚えさせることに 性急になり、 子ども自身が 考え、 解決する力を 育てること 

に 手ぬかりはないかどうか。 

① 子どもの言い 分を聞こ う とせずに、 すぐに説教やⅡ ヒ 責をすることはないかどうか。 

⑤ 子どものべ ー スを考えずに 追い立てたり、 たたみこんだりして、 待とうとする 姿勢が欠け 

ていないだろうか。 

⑥ 子どもがかかえている 問題 fc ついて、 子どもの主体性を 尊重しながら、 ともに考え、 とも 

に解決しょうとする 連帯意識に欠けていないかどうか。 

もし、 教師にこのような 姿勢があ るとしたら、 それは子どもの 健全な成長や 子どもとの信頼 

関係を阻害するものになると 思われる。 つまり、 教師の子どもに 与える影響は 大へん大きいも 

のだと言える。 

では、 教師の子どもを 見る目や子どもとのかかわり 方をど う 考えていったら、 子どもと教師 

の 信頼関係を築くことができるであ ろうか。 そして、 子ども達が持っている 可能性を実現して 
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⑧ 自分の限界を 率直に認められる 担任 

担任と言えども 万能ではない。 いくら努力してもうまくいかない 問題もあ る。 子どもに 対 

して、 自分の限界を 感じた時には・ 一人で悩まず 他の先生方にも 協力してもら い 、 子どもを 

みんなの 力 でよくして い こ う とする柔軟さを 持っべきであ る。 

⑨ 以上の上にたって、 教師として教えるべき 点、 守らせるべき 点をはっきり 示せる担任 

子どもの心が 見える教師というのは、 教師の一方的な 枠組みで子どもの 心をおしはかるよ 

うなかかわり 方をするものではないと 思われる。 子どもの立場に 立って 、 望ましくない 行為 

は、 その理由をはっきり 示し改善させる。 また、 好ましい行為は 、 好ましいことを 具体的に 

分からせ、 認め励ますことによって、 さらに強化していく。 このように柔軟な 感性、 根気強 

いエネルギーを 持ち合わせた 担任であ りたい。 

以上、 述べたように、 子どもを伸ばすのもゆがめるのも、 周囲の人との 人間関係のあ り方 

に左右されるところが 大きいことが 理解できた。 子どもとの人間関係を 高め、 その可能性を 

ひき出すような 考え方や接し 方で臨むために「信頼関係を 育てる学級経営 案 ( 試案 ) 」を作 

成した。 この経営巣をもとにして、 カウンセリング・マインドを 生かした学級づくりを 目指 

していきた い 。 

(3) 信頼関係を育てる 学級経営 案 

  学校目標よく 考え進んで学ぶ 子、 すなおで心ゆたかな 子、 強い体と気力を 持っ子 

 
 

  
  学級目標目と 耳で話をしっかりきく 子、 一日に一度はお 友だちによいことのできる 子 

  

学
級
の
実
態
 

  

A 男 ひきつけの持病があ る。 学力不振 児 

教育上配慮 B 男 、 C 子 母子家庭 

  を 要する 子 D 男 忘れ物が大変多く、 基礎学習が弱い。 

E 子 双児 

  

方 
て 個性も発見できる。 その個性や能力が 十分発揮できるような 集団作りを心がける。 
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@ ヒ日 

程
ト
 

教
 

・読み、 書き、 算をしっかりと 学習させることによって 基礎 力 をつけたい。 そのために考 

え方、 話し方、 聞き方等の基本的な 学習態度をきちんと 身につけさせたい。 

・一人ひとりに 目を向け、 子どものつぶやきを 拾い、 うなずき、 励ましていく   

・ 机間 指導を密に行い、 一人ひとりが 授業に生きるよ う 細やかな配慮をする。 

・ノートへの 赤 ペン入れを心がける。 

， 感じたこと、 分かったことは、 はっきり話すようにさせる。 

・友だちの発言に 対して笑ったり、 ひやかしたりすることがないようにする。 

重
 

点
 

の
 

導
 

  

生
徒
指
導
 

活
 

特
 

徳
 

道
 

・礼儀の面に 欠けるので、 礼儀正しい言動をさせること fc つ とめることにより、 信頼関 

係を高める。 

Ⅰ規則の尊重、 ねばり強さに 欠けるので、 規則が守れるような 指導、 助言の工夫をする。 

又、 ねばり強く最後まで 取りくむような 心情を育てる。 そのことが向上心にっながる。 

・一人ひとりに 役割分担をし、 活動が全員の 子どもの目に 見えるよ う 工夫し、 指導助言 

を大切にする。 「 A さんがこんな 仕事をしたよ」と 具体的事実をとりあ げて励まして 

あ げる。 

e 「文化・スポーツ・レクリエーション」活動を 取り入れることによって、 多くの子が 

活躍できる場を 提供する。 

・当番活動と 係 活動をしだいに 区別・分離する よう 指導する。   
・まず、 自分を大切にすることを 基点にする。 そのため ic は、 肯定的な自己概俳が 育っ 

ような援助・ 励ましをし、 自分に対する 自信を持たせる。 

・よりよ い 児童理解のために 個人力 んテや メモ日記等を 活用し 、 望ましい方向に 伸ばし 

ていく。 

・帰りの会で、 「お友だちのよいところ 見つけ」を発表させ、 やる気や自信を 持たせる 

ようにする。 

教 
室 
経 
営 

・安全面に心がける。 教室が整理整頓され、 落ちついた雰囲気で 学習できるようにする。 

・清掃が行き 届いた気持ちのよい 教室づくりをする。 

・それぞれの 子どもの作業が 目にとまるよ う に作品の提示、 展示をする。 

学
級
事
務
一
親
と
の
連
携
 一
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・性急なかかわりを ， 真 しむ   子どもの問題を 共に考えるという 立場でかかわりを 持つ。 特 

に問題を持った 子どもの親に 対しては、 まず、 欠点の矯正，よりも 長所を伸ばすことを 考え 

ようという態度で 接する。 

・文書での連絡では、 言葉を選ぶようにする。 

・恵まれない 家庭の子 @c は 、 温かな心配りをする。 

・父母会や授業参観も 積 積 的に活用する。 ( 個人面談、 集団面談 ) 
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(6) 子どもの言っていることを 整理しまとめ 伝え、 それでいいかどうか 確かめる。 

子どもが長く 話したり、 こみいった話をしているときには、 「要するにこういうことなのね」 

と 整理して、 まとめて伝えることであ る。 そうすること fc よって、 教師にも子どもにも、 漠然 

としていたものがはっきりしてくる。 それによって 、 子どもが言っていることの 全体の意味が 

見えてくる。 

次に、 面接の実際場面を 提示し、 子どもが語り、 教師が聴く面接への 転換を図っていきた い 。 

  これまでの接し 方   これからの接し 方 ( 積極的な聴き 方 )   

受 
容 

の 

態 

度 

・なぜ、 そんなことをしたのか。 ・ う ん 、 う ん 

‥ - …が悪いことぐらい 知っているだろう。 ・なるほど、 なるほど   

              べきだよ。 Ⅰなるほど、 そうだったのか。 

・それは間違っているよ。 そういう気持ちがあ ったのか。 

Ⅰそういう考え 方はいけないよ。 

Ⅰこれくらい 我慢しなさいよ。 

e そんなことないんじゃない。 

 
 

  ， 今までよく我慢したね "   

あ
 。
 

な
 

た
 つ

れ
 

だ
だ
 

交
う
 

 
 れ

れ
 

そ
そ
 

 
 

支 
持 
す 
る 
億硅 、 心 Ⅱ 

度 

お母さんが、 勉強は何時間やったかってうるさく 聞くから、 もうどこかへ 逃げ出し 

たいくらいなんです。 

・どうして逃げ 出そうなんて 考えてしまうの そ う 、 もう、 どこかへ逃げ 出したひくらい 

よ 。 なんだね。 

勉強しなくてはいけないとわかっているんですが、 勉強も何も手につかなくて、 ど   

ぅ してい いか 自分でもわからないんです。 

・もう 1 度よく考えてごらん。 Ⅰそ な 、 こんな状態のまんまでいったら、 こ 

考えたらわかるようになると 思、 うよ。 の先 、 どうなるかって 心配なんだね。 

・ 「勉強しなくてはいけない」とわかって い 

6 ん ナ i っ たら、 できるんじゃないの。 
  

繰
り
返
し
一
明
確
化
 
 
 く 面接における 沈黙のもつ意味と 教師の対応のし 方ノ 

面接をしていると 必ずといっていい 程、 子どもの沈黙にぶつかるものであ る。 その場合、 教 

師 はついついあ せって 、 「なぜ黙っているんだ、 何とか言いなさいよ」と、 怒鳴ってしまいが 

ちであ る。 面接における 沈黙にもそれなりの 意味があ ることを念頭に 入れ、 子どもに接してい 

きた い 。 

このことは、 授業においての 発言における 間や沈黙にも 同じことが言えると 思、 ぅ 。 間や沈黙 

に 出合ったときは、 まず、 相手の気持ちになって、 どのような意味をもつ 問 、 沈黙であ るかを 

察することが 大切になると 思 う 。 
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子どもが示す 間、 沈黙 

  
教師の対応のし 方 

  

⑦ 一区切り話して、 次はどのように 話を構成 。 子 ・どもが考えて い きやすいように、 ゆったり 
していったらよいか 考えている。 と「待っ」ことが 必要であ る。 

の 一区切りついて ホッ としている。   0 教師も一緒に ホヅと ，息抜きをする。 

  て
、
 

 
 

つ
 

 
 

 
 え

 
考
る
 

十
八
 

@
 
Ⅰ
Ⅰ
 
@
 
Ⅴ
 

し
て
 

表
し
 

発
に
 

や
気
 

と
と
 

こ
か
 

た
の
 

し
い
 

話
よ
 

③
 

これ 0 「少し気になる 点があ るのですね」と 気持ち 

を受け入れることによって、 安心感を与える。 
安心感をもてば、 再び思考を続けていくこと 
になる。 

  ㊤相手にわかってもらえただろうか。 このま   0 「分かります ょ 」とか、 もし分からなければ、   

  

ま 続けてよいのだろうか 迷っている。 謙虚にそれを 尋ねていくなどの 対応が必要で 

あ る。 
@"     

以上のように、 子どもが心をひらき、 ゆったりした 気持ちで十分自分をぎきれる 雰囲気にする 

ためには、 教師の安定した 心と柔軟で素直、 さらに子どもを 受け入れる広 い 心が求められるの 

ではなかろうか。 教師が子どもの 考えや言い分に 耳を傾け、 見守ることにより、 子どもを新し 

く 発見できる喜びもでると 思、 ぅ ので、 このようなことのできる 受け皿の大きい 教師をめざす 必 

要 があ る。 

2. 授業と人間関係 

(1) 授業における 教師と子ども 

一日の学校生活の 中で、 教師が子どもと 接する時間が 一番長 い のは授業であ る。 そのことは、 

授業が教師と 子どもにとって、 質的にも量的にも 学校生活の重要な 部分をしめしているという 

ことが言える。 そうであ るならば、 授業での教師と 子どものふれ 合いは、 何よりも大切にされ 

なければならないはずであ って、 これをないがしろにして、 別の時間でふれあ いを高めるとい 

っても効果はあ がりにくいものだと 思われる。 

学校教育は、 全人教育をねらいとし、 授業の中でもそれをめざすことはい う までもない。 そ 

れにもかかわらず、 授業が子どもにとって 、 「ここにいるのがつらい」とか「いらけらしてし 

まぅ、 何か心配だ」とか・ 「 よ くできる友だちへの 嫉妬を感じるとともに、 自己不信感に 陥る」 

等というような 心情をたどる 場になるとしたら、 全人教育とは 全く逆の経験をさせていること 

になる。 

このように大切な 授業では、 教師としての 力量だけでなく、 人柄までもが 洗いざらい子ども 

の前で現われてしまう。 「それゆえに、 教師が己を打ち 込む授業には、 児童を内から 揺さぶる 

迫力があ る」と、 『学校教育相談の 理論・実践事例集 コ の中で相馬氏は 述べている。 

教師としては、 授業で教科の 内容を教えているつもりであ る。 しかし、 子どもは、 教科を窓 

口 にして、 よかれ悪しかれ、 一人の人間としての 教師から学ぶものが 多い。 授業の中で発せら 

れる教師のひと 言、 ひと言、 または、 その時のそぶりやまなざしが、 児童の学習への 動機づけ、 
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興味・関心さらには、 人間形成にも 影 替を与えることが 多いと考えられる。 それは、 自分が直 

接教師から指導される 場合は勿論のこと、 級友が指導を 受けているのを 傍で見ているときにも、 

その事態が自分に 向けられたのと 同じように感じている。 こうして、 毎時間の授業を 通して、 

子どもは、 教師に対する 見方を深めて い くと言われている。 

このことは、 教師と子どもとの 関係を考える 上で、 見 おとされやすいが、 きわめて重要なこ 

とであ ると思われる。 

(2) 授業を支える 条件 

授業の成立に 作用する大きな 要素として学級の 人間関係があ る。 好ましい人間関係が 育てる 

れていないと、 何でも思ったことを 話したり、 純粋な気持ちで 話し合ったりすることができな 

いからであ る。 好ましい人間関係を 育てるために 次のような点に 留意することが 必要であ る。 

好ましい人間関係の 集団思考を深める 育成 

0 一人ひとりの 考えを大切にし、 何でも言える 学級を づ くる。 

0 一人ひとりの 意見をよく聞いてやり、 授業の中に生かしていく。 

0 ボスをつくらないように、 また排斥 児 もつくらないようにする。 

0 学力面だけをみつめず、 一人ひとりのよさをみつけ 認めてやるようにする。 

0 協プ J の気持ちを育てるようにする。 

授業の時間は 学校生活の大部分を 占めているのであ るから、 上のような配慮は 特に授業を行 

う中で大切にされなければならない。 

(3) 教育相談を生かした 授業 

上記の ( 臥 (2) で述べたよ う に「授業 fc おける教師と 子どもの関係の 重要性」をふまえ、 授業 

においても教育相談的配慮をもって 臨みたい。 授業に教育相談を 具体的に生かすにはど う すれ 

ばよいだろうか。 その具体的な 生かし方について 述べてみたい。 

下の図は、 「教育相談を 生かした応答」と「考慮を 要する応答」を 比較したものであ る。 

「考慮を要する 応答」ののは、 子どもにじっくり 考えさせるのではなく、 教師のおしつけの 面 

が 強い。 学習内容の指導よりも、 子どもの学習態度の 矯正ばかりに 目が注がれがちになってい 

る。 これでは、 子どもの学習への 意欲・興味・ 関心は育ちにくいと 思われる。 一方、 「教育 柏 

談を生かした 応答」の過程にあ る①は 、 子ども達にじっくり 考えさせ、 その感じ方、 考え方、 

行動をうまく 引き出し、 子どもの気持ちを 考えた学習の 展開をしていこうとしている 姿勢がう 

かがわれる。 このようなかかわり 方が、 教育相談的配慮であ り、 子どもの学習への 意欲，興味 

・関心を高めていくものと 思われる。 
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教育相談を生かした 応答 

Ⅰ 考慮を要する 従来の応答 

c  T を待っ ( ガヤガヤ…… ) O  C たちを待つ。 
① やかましじですよ。 静かに。 ㊦ さあ 、 始めよう。 この時間もいい 勉強がで 

① この時間は、 OC 沌の勉強をしよう。 ① 00 やム ム から、 この時間は、 どんな勉強 
をしたひですか。 

を 出し合う勉強をしょう。 

c  禾 L 青苔 ( ガヤガヤ               C  私語 ( ガヤガヤ ) 

① だれですか。 ちゃんと聞きなさい。 ① いい勉強法を 思いっいたのかな。 

① これ難しいよ。 ⑦ みんなの 力 で考えるとおもしろそうだな。 
よく考えるんだよ " ①何があ りますか。 大きな声で言って 下さい。 

① グループで話し 合ってみなさい。 ① 00 分くらいグループで 話し合いますか。 
C  話し合う双 @c 、 自分で考える 時間を下さい。 

① キ ヨロ キ ヨロ しないでグループの 人の ⑦ みなさんどうですか。 じゃ、 自分で考えて 
発言を聞きなさいよ。 から話し合って 下さい。 

① なるほど、 今の C さんのロコという 考えは、 
00 ということでムムに 含まれるということ 

① ラ ーん。 そういう考え 方もあ ったんだな。 
先生気づかなかった。 

① もう一度考えてみて 下さい。 ① うん、 うん、 よく分かってきたよ。 なるほ 
c  エート、 分かりません。 ど 、 よく考えているな。 
① もっと考えなさい。 遊んではいげない C  え一と 、 あ っ．忘れてしまった               

より ㊦立ったとたんに 忘れたんだね。 居、 い 出した 
ら 言って下さい 0 

⑦ この時間にどんなことが 分かりましたか。 
① みんな分かったの 4a0 この時間は 、 0 ① 00 さんたちは～と 考え、 ムムくんたちは、 
0 の勉強をしたのですよ。 

口 ということに 気づ け ているな。 またムム く 

んたちのは、 xx を大事に考えたんだね。 

( 福岡市教育センター T 担任のための 教育相談ハンドブック』 ) 一部改良 
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(4) やる気の出ることばかけ 

授業のなかでよりよい 人間関係を育てていく、 ス 、 よりよい人間関係が 有っていると 授業が 

楽しくなり、 やる気が出る。 このように学級づくりと 授業づくりは 密接な関係があ る。 どちら 

か一方だけやっておけばよいというものではないと 思う。 こ (712 つの関係を深める 要因として、 

教師の言葉かけをあ げることができる。 信頼関係を高め、 やる気を育てることばかりについて、 

い くつか例をあ げてみたい。 

  やる気を育てる 言葉かけの 例 やる気をなくす 言葉かけの 例 

0 そこまでよく 頑張ったね 0 何度いわれたらわかるのか 

0 さすが… - くんだ 0 こんなことがわからないのか 

0 すばらしい考えた ね 0 何 やっているんだ 

0 う ん、 なかなかい かぞ 0 君のやることはいつもそうだ 

0 わあ 、 調子 いいね 0 へえ 、 君にその問題がよくできたね 

0 さえているぞ 0 君はもういい、 席につきなさい 

0 そこによく気がついたね 0 ほんとにやる 気があ るのか 

0 うん、 たいしたものだ 0 またおまえか 

0 そうか、 それはよかった 0 だからお前はだめなんだ 

すばらしいね。 次もそ う しょうね。 

oB さんの考えをもとにこんなこと 思い つい 

たのか。 賢いね、 えらいっ 

8. 授業以外での 子どもとのふれ 合い 

好ましい人間関係を 育てるには、 教育課程の全領域で 行われなければならない。 しかし、 現実 

は 、 授業以外で教師が 子どもとふれ 合 う 機会はきわめて 少ない。 担任であ る私が、 あ と少し多く 

子どもと雑談すれば、 すぐわかるであ ろうこと ( たとえば 坤 よしの友達のこと、 勉強の好き嫌 

い 、 登校双のお うち での出来事、 下校後の楽しみ、 心配ごと等 ) 、 子どもの心の 内側を知ること 

ができたかもしれない。 子どもの胸の 思い る 知らないために、 子どもに対して 無神経な態度をと 

った 場面が何度もあ ったのではないだろうか。 

この反省をふまえて、 授業以外の場での 子どもとのかかわりを 見直していきた い 。 たとえば、 

話 をする時には 肩を抱いたり、 頭をなでたり、 ひざの上にのせたりと 体にふれながら 話すことを 

心 がけ、 子ども理解に 努めると共に 、 子どもを受容的に 受け入れて い くよ う 改善したひ。 
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授業以外の場面での 具体的実践 例 
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4. 信頼関係を保つ 吐り 方 ・励まし才 

学校生活においては、 子ども一人ひとりのよりよい 成長・発達を 願って、 教師が子どもを ロヒっ 

たり、 励ましたりする 機会が多い。 その叱り方や 励まし方が適切に 行われていれば、 教師と子ど 

もの信頼関係は 保たれ・子どもが 変化していくものと 思われる。 ([ 小学校学級経営 1990 年 

7 月号 コ 小学館 ) を参考にして、 い くつか例をあ げてみたい。 

くロ ヒ り 方ノ 

子どもが変化する 言葉 変化する前に 使っていた言葉 なぜ、 変化したか、 その理由 

・何をやったのかな ・ 何 やってるんだあ Ⅰ ( 研 感情的な言葉遣いになっていない。 

・それで、 あ なたは、 ど うして～ なめソ ( Ⅲ 教師側からの 一方的な押しつけ 言 

やったことをど う思、 ・何度言ったらわかるんだⅠ 葉 " ではない。 
う ? ，つ るさい。 あ なたが悪い ソ (9) まず、 やったことの 事実の確認をし 

・さあ 、 この後、 あ な ・言うことがきけなかったら、 ている。 

たはど う ずるかな ? 出て行きなさい に ) 子どもとの「応答型」になっている。 
( この順で言葉かけ ・今度やったら、 承知しない ㈲ その子なりの 責任のとらせ 方を問う 

をする。 ) よソ ている。 

+ 怒りたくて怒ってるんじゃ ( 力 ) やった事実に 対して、 いったんは 客 
ないの。 あ なたがしっかり 観的立場に立たせることにより、 自分 
しないから怒っているのよ ソ がやったことの " 重大性 " や「なぜ、 

口ヒ られているか」に 気付かせるよ う に 

している。 

留 意 点 

よく言われていることだが、 教師が感情的になって 怒っても、 効果はない。 短 く、 冷静に 、 普 
通の声の大きさで ロヒった 方がよい。 さらにⅡ ヒ 6 時は 、 「なぜ、 どうして」と 理由ばかりを 聞くこ 

とは無意味であ る。 ぃ ・たずらに、 時間ばかりが 長くなるからであ る。 

く 励ま し 方ノ 

子どもが変化する 言葉 変化する前に 使っていた言葉 なぜ、 変化したか、 その理由 

・「 A さんは～をしま ・がんが るぅ ね。 ( ァ @  「～をした」という 具体的事実をあ 

した」 ・しっかりやろうね。 げている。 

「えら けソ えら け ( ィ @  " 精神縦約 fc 励ましているのでは 

ねえ」 なく、 努力した結果や 事実に対して 評 

価している。 

(9) 教師が具体的事実を 示した上でほめ 
ることにより、 子どもたちは、 どんな 

@  ことをすれ ざ よいかがはっきりわかる。 

密 意 点 
励ますことの 基本は、 ほめることであ る。 ほめ っ づけることであ る。 しかし、 やみくもにほめ 

ても ダメ であ る。 子ども達が行った 具体的事実に 対してほめなければ 効果はない。 やみくもに は 

めるということは、 お世辞に陥りやすいことを 心にとめておきたい。 
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Ⅳ 親 との連携 

学級づくりにおいて、 担任と子ども、 子ども相互のよりよい 人間関係がいかに 大切かというこ 

とについて述べてきた。 しかし、 教育効果を高めるためには、 子どもとの信頼関係だけではなく   

親との信頼関係も 必要不可欠なものだと 思われる。 私のこれまでの 実践をふり返ってみると、 忙 

しい、 忙しいということで、 親との相互理解と 連携の実践が 後まわしになりがちであ った。 結果 

的にはこれといった 努力もしないのに、 子どもの指導がうまくいかないときは、 「家庭が悪い、 

親 がどうしようもない」と 嘆くことが多かった。 

子どもを大切に 思 、 う 気持ちと実行力さえ 持てば、 子どもを伸ばすために 親とかかわる 時間はい 

くらか持てたのではないだろうか。 親 とのかかわりの 必要性とかかわり 方について述べ、 相互 理 

解 と連携を図っていきたい。 

1 , 教師の指導ぐせ 

教師は日常、 さまざまな場面で 親と接している。 子どもに対しての 教師が 、 親に対しても 教 

師であ ると思い込みがちであ る。 そして、 つい、 「もっと厳しく 育ててください」、 「……を 

続けるよう説得してください」というような 指導的な態度で 親に接してしまうことが 多い。 専 

門家として、 適切なアドバイスができることは、 もちろん大事だけれども、 親は子どもの 成長 

を 助けて い く際の協力者であ ること fc 留意しなければならないと 思 う 。 

担任の思いを 伝える前に 、 親の悩みや不安を 受け止め、 親の思いを考慮に 入れた上で、 担任 

の 考えを伝えて い く姿勢が必要だと 思、 ぅ 。 

2. 親を協力者にしていく 

子どもが問題を 起こした場合、 「その原因は 家庭にあ るのだ」と考え、 親に子どものよ うす 

を 知らせ、 警告をすれば、 子どもの改善が 期待できるはずであ る。 という考え方は、 一面では 

正しいが、 この考えをそのまま 押しすすめると 事態が悪化する 例も少なくない。 

たとえば、 あ る子どもが " 盗ポ をくり返すと、 その事態を学級担任は 細大洩らさず、 熱心 

に家庭に連絡する。 それを受けとる 親は、 おどろき ぅ ろたえ、 やむなく、 子どもをしかり、 お 

どかし、 さとし、 ときには哀願してでも、 。 盗み " をやめさせる 努力をする。 しかし、 この手 

で完全に治るものではないと 言われている。 親の悪戦苦闘にもかかわらず、 。 盗ダ をしたと 

いう連絡は次々に 学校からとど く 。 こうなると親はどういう 状態に追いこまれるのであ ろう ヵ ㌔ 

親 としての自責、 子どもへの怒りや 憎しみ、 治せないあ せりや困惑、 世間体への気がね。 さ 

らに担任にすまない 気持ちよりも 不満が募り、 わが子をふびんだと 感じる、 等、 さまざまな 苦 

悩 にきいなまれる 日々を送るにちがいない。 

こう考えてくると、 子どものことで 苦しむ親は 、 責められ非難を 受ける人ではなく、 助けを 

求めている人であ ることがわかる。 この子をど う したら い いのかを、 ともに探し求めてくれる 

人が必要なのであ る。 そのだれかに 学級担任もなり 得ないものだろうか。 その子がなぜ 盗むの 

か 、 それは、 親にも担任にもたやすくわかるものではないと 思 う 。 それなのに、 むやみに家庭 

へ 責任だけ押しっけられても 親はどうして いいか 迷 う ばかりであ る。 そして、 あ の手この手で、 
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子どもに せ まる程、 問題は難かしくなるばかりだと 言われている。 

子どものことを 担任と親が協力して 解決する方向へ 進むほかないとすれば、 親を協力者にで 

きるか、 対立者にしてしまうかによって 、 子どもの問題行動がよい 方向に進むか、 そうでない 

かの分かれ道になると 思 う 。 

3, 親の心を思いやる 

子どものことで 本当に悩んでいる 親も、 その悩みを担任に 打ち明けるまでにはかなりの 

決意がいると ぽ、 ぅ 。 たいていの母親は、 その決心がっくまでの 間に、 「私の生んだ 子だから 私 

の 責任だ」、 「私のしつけが 悪かったのだ」等々、 さんざん自分を 責めていると 思 う 。 親に来 

校を求める場合も、 このような親の 心理状態を理解して、 親が心を開く 雰囲気をつくることか 

ら 面接を始めたらどうかと 思、 ぅ 。 

「 い やあ 、 よくおいでくださいました」 

「本当によく 思い切って 、 ご相談下さいました。 お母さんの熱意を 知り、 とても嬉しいです」 

「お話をお聞きしていますと、 ずい分と 、 いろいろ頑張っておいでですね」 

「お母さんの、 子どもを思うこの 気持ちは、 けっして無駄になりません。 きっと子どもさん 

fc ィ 云わっていると 思います」 

担任の目から 見れば、 たとえ親の行動が 空回りであ っても、 わが子のために 一生懸命になって 

いる親の熱意や 、 親の心を受けとめるようにしていきたい。 
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V  反省と課題 
「学級におけるよりよい 人間関係を育てる 工夫」について、 理論面と実践面の 両面から迫って 

いった。 新しい参考文献に 出会うたんびに、 私のかかえているテーマの 重さに身がひきしまる 思、 

いがした。 そして、 「私たち教師は、 大変な仕事をかかえているのだな」という 自覚と責任の 重 

さを感じずにはいられなかった。 

教育相談の原点となる 児童 観 

① すべての子どもは、 他にかけがえのない 絶対的な存在であ る。 一人ひとりが 違う個性を持 

った大切な子どもであ る。 

② どんな子どもでも、 伸びよう伸びようという 可能性を秘めた 主体的な存在であ る。 

という文章に 出合った時は、 こんな重大なことを 見落としたまま、 教壇に立っていたのかと 思、 う 

と 、 これまでの教え 子や親 達 に対して詫びた い 気持ちでいっぱいになった。 せめて ] 年前にこん 

なことに気がついていたら、 あ の時の、 あ の子への対処のし 方が異っていただろうに、 と   思 うと 

悔やまれてならない。 

学びとった児童観を 基にして、 「 人 と人との暖かい 人間関係をなくして、 教育は成り立たない。 

教師と子ども、 子ども相互の 信頼関係あ ってこそ、 子どもは学び 成長していく」ということを 

学級経営の基本におき、 経営実作成に 取りくんできた。 しかし、 これまで、 本格的な経営業を 作 

っ たことのない 私に取っては、 大きなプレッシャーとなり、 それは、 相当な時間と 労力を費した。 

「やっぱり無理だ   、 止めよう」と 幾度となくくじけそうになったが、 諸先生方の励ましと 御協力 

のおかげで、 まがりなりにも 形はできた。 もちかえり実践を 積むなかで教師としての 力量を高め、 

修正をしていきた い 。 

子どもを評価しないで、 その子のあ りのままを受け 入れる。 受容的、 共感的に理解するという 

大問題を抱えて 現場に戻るわけだが、 学んだ理論が 即、 実行できるとほ 思っていない。 しかし、 

カウンセリング・マインドを 持ちつづける 教師、 それを実行しょうと 努める教師であ りた い 。 

そのためには、 いつも子どもに 対する優しい 眼差しや微笑を 忘れない教師であ りたい。 温かくて 

厳しい教師、 優しくてしっかりした 教師をめざして 日々の実践活動に 取りくんでいきたい。 
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